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金
木
町
自
然
休
養
村
野

営
場
施
設
の
一
つ
と
し
て
、

大
東
ヶ
丘
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
建
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
は
全
部
で
あ
ポ

イ
ン
ト
あ
り
、
作
家
太
宰

治
の
一
生
を
１
’
－
１
ク
に

表
現
し
た
も
の
で
す
。

工
事
は
今
月
中
の
完
成

を
目
標
に
行
わ
れ
て
お
り
、

十
月
に
は
、
み
な
さ
ん
が

楽
し
め
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。 待

望
の

フ
イ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が

大
東
ヶ
丘
に

』
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澱 【麓…金…木…だ囲翼…よ…り

いよいよ着工に〃
4金木町自然休養村整備事業

今年度は町と営農4団体が実施
／
』
ダ
ツ
‐
州
，
１
１
￥
１
川
‐
、
）
イ
″
｝

町が事業聿体となるもの
昭
和
近
卜
二
年
度
に
州
凹
地

ば
の
指
定
を
受
け
た
金
木
町
、

然
休
侭
村
終
附
帳
業
は
、
今
年

度
か
ら
凡
卜
六
年
度
ま
で
四
カ

年
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
蛎
業
は
、
股
山
村
の
す

ぐ
れ
た
向
然
環
境
を
保
全
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
観
光
腱
漁
推
を
汀
成
し
、

実業繩11 TI;堆概甥 概算1｛業f'i

野営場整術他附,滞施‘没

-｢-l11

24．000
グ
ー
刀
・
日

０
〃野

一

j脇
~

農趾 雌 康 墹 進 施‘没

(農災行トレーニングセンター）

観光股林漁堆

1
，

0i"}fiW進施‘没1棟1,831.8ITf 209,000

に
昭
馴
川
卜
六
年
度

か
ら
姑
ま
り
、
海
叩

で
は
丘
十
年
礎
に

「
ｎ
然
休
終
村
」
地

．
↑
、
ノ
ヒ
幽
哩
、
好
子
ｒ
・
一

脈
ひ
１
Ｊ
＄
Ⅸ

年
度
に
実
施
叶
川
地

区
の
折
定
、
本
年
度

郁
市
生
椚
行
群
に
健
全
な
休
養

の
甥
を
提
供
す
る
こ
と
を
川
的

｜腱M光農林M!業

L－一堂
経・常符

（藤枝一雌

哩所
1棟

会所）
経衡祷即)ﾘ『 7．000

農家が事裟主体となるもの

体名 実紫繩月
ニ
トー

ー
’
一 災 慨 心f

猛一 概算il喋伐
に
実
施
計
山
の
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。トラクター1台、コンバイン2台

''1北カー2台、籾乾燥洲慾施設1棟

トレンチーャー1台､花木温室2棟､符理所1棟

水|Ⅱ作近代化施i没 千円

54，000川倉営農細合

閲芸作近代化施設

トラクター1台

脚走カー1台

諫冒L寸
畔田営農糸l1合 水111作近代化施設 4，000

本
年
度
実
施
さ
れ
る
桝
堆
は

炎
の
と
お
り
で
す
。

しいたけ栽啼

符 理 施 i 没

I
石しいたけ'tI)僻Ⅱ合 しいたけ桜培袴理施投4棟ヤマ 14,000

蝋組合法人

のくなめこ生産紺介

なめこ戦端

符蝿施設
なめこ栽啼符理施設8棟 41.000

’

○
余
水
川
耽
雁
史
氏
裕
資
料

館
が
〃
ｒ
定
述
り
八
川
Ⅱ
よ

り
開
航
し
て
・
力
川
が
過
ぎ

ま
し
た
。
兄
挙
行
も
す
で
に

２
Ｆ
人
を
越
え
、
。
ｊ
恕
以
ｔ

の
鴨
況
卜
に
あ
り
ま
す
。
関

係
各
位
の
御
岻
、
〃
と
人
佛
な

仙
々
の
提
供
に
御
協
力
さ
れ

た
多
く
の
川
陛
に
対
し
、
心

、
１
１
Ｊ
少
や
０
■
一
口
、

力
ら
間
礼
Ｉ
し
Ｉ
げ
ま
す
。

・
宮
『
】
７
１
１
Ｊ
《
ロ
ロ
凸
Ｉ
Ｌ
ｇ
ｌ
ｌ
、
恥
生
寺
１
３
虫

椚
に
１
１
１
Ｊ
淵
川

淀
神
仏
様
に
は
数
多
く
の
故

太
宰
沿
辿
姉
を
お
が
せ
ド
さ

い
ま
し
た
。
束
水
巣
帆
の
向

宅
よ
り
、
従
米
ま
で
内
外
不

咄
と
し
、
家
宝
に
勝
る
雌
・
・

の
蹴
咽
な
放
人
そ
の
も
の
と

感
じ
ら
れ
る
身
の
川
り
一
切

の
世
仙
を
提
供
、
お
別
れ
す

る
際
の
あ
の
悲
州
な
御
夫
人

の
御
姿
に
対
し
、
今
は
何
と

し
て
も
保
存
に
″
全
を
期
す

べ
く
、
蛍
務
の
亜
人
さ
を
捕

抄

感
い
た
し
ま
す
。
沌
烏
雄
二

⑥
剛
ｆ
御
夫
舞
の
御
援
助
に

対
し
ま
し
て
も
こ
の
段
衷
心

よ
り
御
礼
申
し
ｋ
げ
ま
す
。

各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て

や
あは

摸
で
イ
露一－
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金…木…だ翼翼…よ…り

こ
の
中
か
ら
、
「
農
氏
雌
喉

噸
進
施
俄
（
農
業
行
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ニ
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
施
股
は
、
農
雌
の
雌
朕

と
体
力
づ
く
り
を
Ⅱ
的
に
述
て

ら
れ
る
も
の
で
、
工
幌
餅
一
値

九
千
″
円
、
述
築
而
概
一
千
八

，
二
十
平
方
Ｍ
、
鉄
冊
造
一
部

二
陪
述
て
で
、
こ
の
ほ
か
に
体

育
器
典
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ー
ン
に
・
・
一
汀
八
卜
″
川
、
附
仙

に
、
〃
円
な
ど
合
わ
せ
て
二
他

九
百
万
円
の
予
算
で
、
金
木
町

、》

中
央
公
氏
航
の
内
側
に
進
没
さ

れ
ま
す
。

中
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
一
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
↑
・
伽

テ
ニ
ス
｜
↑
伽
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

川
而
が
と
れ
、
他
に
兼
遊
・
刎

逝
が
で
き
る
研
修
龍
や
、
州
撰

の
け
い
こ
塒
も
あ
り
、
拠
衣
兼

は
、
ン
ヤ
ワ
ー
や
ロ
ッ
カ
ー
が
つ

い
た
近
代
的
な
も
の
で
す
。

光
成
。
ｒ
定
は
来
年
・
・
一
川
で
す

の
で
、
作
に
は
み
な
さ
ん
が
汗

を
流
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

、

⑩||⑨|⑧ －－

⑦｜①

苛
④③

1万f

I
①ィ:ll撲塒

②ィ;il!淡室・』肱!泄羊

③玄｜兇l

④ホー ル

⑤'11勝室

⑥トレーニング兼

⑦廊ド

⑧ｿ)f-WC

⑨〃史火室

⑪〃シヘ'ワー稲

⑪久-r･WC
c〃更 衣宗

⑰〃シヘ'ワー篭

⑭通勤蝿

⑮ボイラー室

⑯川叫宝

C放送宝

「

，

一
ｋ
．

⑮

⑭

⑯

▲ン

⑰’

一」

は
ま
だ
ま
だ
砒
倣
な
紬
々
が

一
部
州
叫
却
症
和
表
卦
葬
筐
垂

一
は
期
限
つ
き
の
厳
付
け
で
も

結
柵
で
す
の
で
催
ボ
さ
せ
て

ド
さ
い
ま
す
よ
う
、
川
卒
資

料
館
及
に
御
申
し
出
ド
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
③
兵
・
兀
川
）

州
航
９
時
～
恥
時
、
、

（
川
朏
Ⅱ
は
休
館
）

○
付
楽
の
秋
と
な
り
、
連
帷

子
・
歩
行
打
と
も
不
旅
患
に

な
り
が
ち
で
す
。
小
仙
の
点

械
終
俄
群
仙
吸
を
期
さ
れ
、

歩
行
行
も
細
心
の
注
意
を
払

い
、
く
れ
ぐ
れ
も
交
通
ｆ
故

の
な
い
よ
う
お
気
を
つ
け
Ｆ

さ
い
。

○
町
に
対
し
て
の
要
望
蛎
唄

や
御
意
兄
淳
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
擁
に
町
長
室
を

お
た
ず
ね
Ｆ
さ
い
。
又
提
案

締
を
御
椚
川
ド
さ
い
。

一一一へ公一一
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金…木…だ翼麓漣…よ…り唖翼…鯉

今
年
は
、
災
淋
な
ほ
ど
多
く

の
交
通
邪
故
死
荷
を
出
し
て
い

る
庁
森
喋
。
金
木
町
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ト
バ

イ
の
二
人
染
り
に
よ
る
椛
放
死
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や
椚
酢

い
、
居
眠
り
、
わ
き
兇
な
ど
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
注
迩
を
怠
っ
た

た
め
に
、
桝
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
”
丘
分
お
そ
く
杵
く
“
こ

れ
を
心
し
て
運
転
す
れ
ば
、
無

理
な
追
越
し
や
ス
ピ
ー
ド
の
出

JP

I

｝
ト

題
.‐ギ

い

交
通
安
全
の
灘
録
撫

》
灘
願
い
を
勲
め
ぷ

交
通
安
全
西
北
五
地
区
大
会

役
所
の
仕
嚥
の
こ
と
で
お
肘

り
の
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

あ
ら
た
め
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
と
こ
ろ

へ
ご
扣
縦
下
さ
い
。
無
料
で
秘

密
を
守
り
、
親
身
に
な
っ
て
州

淡
に
応
じ
ま
す
。

し
す
ぎ
も
な
く
な
り
、
伽
敗
の

甥
刈
も
な
く
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
蛎
故
陳
脚
と
な

る
交
迪
上
悠
を
化
氏
ぐ
る
み
で

徹
底
追
放
し
よ
う
と
、
が
森
県

県
将
察
本
部
・
西
北
肚
地
腫
卜

丘
市
町
村
が
主
催
と
な
っ
て
、

八
月
二
十
川
Ⅱ
、
金
木
町
中
央

公
趾
館
で
、
昭
和
五
十
三
年
行

森
映
交
通
安
全
県
陛
大
会
西
北

几
地
Ⅸ
大
会
が
州
雌
さ
れ
ま
し

た
。

行
政
相
談
週

Ｉ
ゲ ャ

間

行
政
杣
縦
委
典

川
村
雄
二
（
小
川
町

②
２
２
３
２
）

な
お
、
週
間
中
に
は
次
の
行

蛎
が
あ
り
ま
す
。

○
巡
側
州
縦
（
Ⅳ
Ⅱ
）

、
時
～
嘔
時
淵
瀬
公
氏
館

○
定
例
扣
淡
（
四
Ⅲ
）

ｍ
時
～
鴫
時
役
場

人
公
で
は
、
死
行
へ
の
黙
と

う
、
功
労
行
の
表
彰
、
米
蛮
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
づ
い

て
種
兄
発
炎
で
は
、
咄
川
か
ら

連
岻
併
の
珈
甥
か
ら
惚
川
災
弘

さ
ん
が
雄
炎
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
で
は
次
の
・
・
・
つ

を
灯
．
・
両
し
、
剛
食
し
ま
し
た
。

○
雛
上
述
帷
、
洲
飲
み
述
榧
、

雌
免
昨
述
抵
を
倣
底
的
追
放
し

ま
す
。

○
雌
蝿
な
揃
断
や
と
び
だ
し
を

や
め
、
正
し
い
歩
き
〃
を
し
ま

ｊ一
○

○
こ
ど
も
と
琶
人
を
交
辿
＃
故

力
ら
刈
り
ま
す
。

扣
月
旧
日
～
創
日

今
年
作
に
完
成
し
、
州
鮎
の

準
附
を
進
め
て
い
た
“
企
水
川

〃
雁
史
氏
俗
査
料
館
”
は
、
八

川
・
Ⅱ
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、
は

や
・
力
川
唯
が
た
ち
ま
し
た
。

川
内
は
も
と
よ
り
、
叫
外
か
ら

も
多
く
の
観
光
客
が
油
れ
、
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

総
肛
悦
・
・
ゞ
干
丘
Ⅳ
″
、
鉄
什

平
雌
進
て
・
◇
・
打
几
卜
几
ド
″
Ｊ

の
こ
の
地
物
に
は
、
新
川
州
発

獅
時
の
演
料
・
古
好
・
火
桶
帳

な
ど
を
置
い
て
い
る
古
文
書
室
、

鰹
騨
鰹
節
騨
鰹
理
解
認
脚
騨
鯉
鰡

囲

簿
蕊
議
灘
酔

鰹忠鰡
照
照
照
魍
魎
鰕
稲
騨
恥
鰕
熊
服

金
木
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

＜▲

ト
ミ
・
ス
キ
・
州
ｎ
．
ナ
ベ
・

カ
ギ
な
ど
の
氏
硲
涜
料
兼
、
“

の
神
辿
跡
よ
り
発
伽
さ
れ
た
価

冊
．
ｔ
器
な
ど
の
汚
占
黄
料
寵

そ
し
て
川
服
と
も
い
う
べ
き
太

燃
柚
の
遮
岫
を
鵬
・
が
し
て
い
る

太
宰
商
科
案
が
あ
り
、
太
宰
フ

↓
‘
ン
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

<落ちついた感じの資料館＞

一
一
』

マ
ー

分

<昔使われた日用品の数々＞<太宰が愛用したマント＞ <町内より発掘された土器＞
一＝…茜一一一＝さ＝頸＝＝
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金…木…だ翼翼…よ…り…

としのぶ<んこん

今
月
の
テ
ー
マ

「
‐
将
来
ど
ん
な
職
業
に
つ
き
た
い
か
？
」

喜
良
市
小
学
校
六
年
生
に
聞
く

叩

。
シ
号
⑤

イ
時

マ
モ
ー

～

~て‐

I
〈どう りゆうじ<ん

金
木
小
学
校
の
述
股
は
本
年

度
の
叫
初
予
算
に
朧
ら
れ
、
咄

測
几
卜
丘
年
座
ま
で
の
：
カ
ー

計
画
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
八
川

〆
、

〆三夕

.・参
八

〆

金
木
小
学
校

新
築
工
事
着
工

若
乃
花
横
綱
昇
進
記
念

大
金
盃
発
売
中

、

竺二

杵
乃
佗
関
が
輔
几
卜
八
代
横

綱
に
外
遊
し
た
の
を
記
念
し
て

金
盃
を
杵
乃
佗
大
勝
後
援
会
が

発
売
し
て
お
り
ま
す
。

○
大
金
流
・
一
・
Ｆ
リ

○
特
製
金
振
卜
〃
門

中
込
み
は
役
蝪
総
荷
課
ま
で
。

．
．
◇
Ⅱ
、
Ⅲ
慨
の
雌
椛
を
祈
っ
て

超
Ｋ
式
が
小
稚
校
雄
殿
ｆ
定
地

で
け
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
小
学
校
は
工
事
慨
総
誠

や
凸
Ｂ
■._-.1

上
唯
凡
Ｆ
凡
Ⅳ
″
川
で
也
没
さ

れ
、
金
木
・
蒔
川
・
神
原
の
児

服
が
迦
学
す
る
も
の
で
、
本
年

礎
は
・
憧
川
ｒ
川
、
″
川
が
阪

嚇
に
州
て
↑
ら
れ
ま
す
。

各
小
中
学
校
が
琶
朽
化
し
て

お
り
、
鼎
期
新
築
が
蛾
ま
れ
て

い
る
だ
け
に
正
聯
充
成
が
縛
角

望
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
は
町
有
地
で
す

一

声
野
公
卿
の
町
有
地
に
は
個

人
化
七
が
あ
り
、
町
で
は
Ⅸ
ち
一

退
き
を
お
伽
い
し
て
い
ま
す
が
一

℃
、
、
豆

こ
の
ほ
ど
、
川
村
〃
；
・
さ
ん
力
垂》

立
ち
退
い
て
ド
さ
い
ま
し
た
。
一壷

に
細
岬
確
嬬
》
時
、
．
拙
い
”
鍼
一一

逆
ち
退
く
よ
う
お
噸
い
い
た
し

ま
す
。

一一

(5）
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昨
代
が
か
わ
っ
て
、
昭
和
十

八
、
九
年
と
思
う
。
百
姓
の
オ

ン
ジ
の
私
は
、
椚
挫
家
と
し
て

ア
カ
ギ
レ
だ
ら
け
の
指
に
ソ
ゴ

イ
ッ
ギ
を
ま
い
た
手
に
、
雛
品

文
治
盤
業
会
埜
か
ら
尚
状
を
伐

っ
た
。
そ
の
年
の
あ
る
川
、
友

人
の
、
川
戒
我
我
が
や
っ
て
き

て
、
「
山
抑
」
の
修
治
が
膿
っ

て
き
て
る
か
ら
遊
び
に
行
こ
う

と
蒲
い
に
き
た
。
そ
の
こ
ろ
の

修
治
は
い
う
ま
で
も
な
く
作
家

太
宰
治
で
あ
る
。

そ
の
晩
、
二
人
で
「
山
源
」

に
い
っ
た
。
修
治
さ
ん
は
カ
ス

リ
の
羽
織
を
符
て
、
台
所
の
炉

端
に
座
っ
て
い
て
、
「
や
あ
、

よ
く
き
て
け
し
た
。
し
ば
ら
く

ぶ
り
で
金
木
さ
戻
っ
た
ど
も
、

何
処
さ
も
出
な
い
で
退
脈
し
て

る
ど
ご
だ
…
」
と
喜
ん
で
迎
え

て
く
れ
た
。
（
台
所
と
は
い
っ

て
も
流
し
場
で
は
な
く
、
常
時

気
安
く
使
う
部
雌
を
こ
の
辺
で

は
台
所
と
い
う
の
で
あ
る
。
）
修

治
さ
ん
は
私
ら
に
兇
た
こ
と
の

な
い
煙
草
を
進
め
た
が
、
自
分

金
木
夜
讃
一

口
Ｉ
山
Ｊ
６
ｐ
、
■

１
経
口
Ｌ
０
ｊ
１
４
１
□
｝
Ｌ
マ
ー
｝
く
．

太
宰
治
の
こ
と

で
は
あ
ぐ
ら
の
上
で
刻
み
煉
草

を
煉
狩
（
き
せ
る
）
に
つ
め
な

が
ら
の
ん
だ
。
こ
の
吹
義
糊
と

修
摘
さ
ん
は
川
級
だ
っ
た
か
ら

な
か
な
か
思
い
出
柵
が
は
ず
ん

だ
。

紙
の
中
で
修
沿
さ
ん
は
吹
推

芯
に
こ
ん
な
こ
と
を
い
っ
た
。

学
生
畔
代
に
ぼ
く
が
休
暇
で
家

に
州
っ
て
く
る
と
、
う
ち
の
小

作
人
た
ち
が
蝿
で
米
俵
を
迎
ん

で
き
て
、
こ
の
垂
迎
（
な
が
と

お
り
）
に
米
俵
を
械
み
上
げ
る
。

う
ち
の
帷
塒
が
そ
の
米
を
検
査

す
る
ん
だ
が
、
百
姓
の
人
た
ち

は
そ
の
順
悉
が
来
る
の
を
緋
っ

て
い
る
。
そ
し
て
袴
汕
で
識
し

め
た
よ
う
な
蛾
被
り
を
と
っ
て

そ
れ
を
握
り
し
め
な
が
ら
、
帳

場
に
検
査
の
合
絡
を
裏
噸
す
る

ん
だ
が
、
ぼ
く
は
こ
れ
を
兄
る

こ
と
が
つ
ら
く
っ
て
、
つ
ら
く

っ
て
仕
方
な
か
っ
た
。
こ
の
気

の
朧
な
あ
り
さ
ま
を
兄
て
ば
く

は
地
主
の
家
に
生
ま
れ
た
ｎ
分

が
い
や
で
い
や
で
た
ま
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
戦
争
で
Ⅱ
本
が
勝

索ａ

（
そ
の
二
）

(4)

っ
て
も
戯
け
て
も
、
と
に
か
く

地
主
が
角
袖
（
か
く
そ
で
）
を

杵
て
拝
す
よ
う
な
時
代
は
、
も

う
こ
れ
で
な
く
な
る
と
思
う
Ｉ
。

私
は
◆
一
人
の
紙
を
黙
っ
て
Ⅲ

い
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
心

の
中
で
は
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
本
哨
に
そ
う
な
る
の
か
な

ア
、
と
痔
え
て
い
た
。
私
に
と

っ
て
、
こ
れ
が
太
宰
と
の
雌
初

で
雌
後
の
語
り
合
い
の
機
会
で

あ
っ
た
。

そ
の
晩
も
雅
人
の
文
猯
先
生

の
と
こ
ろ
に
は
丘
、
大
人
の
来

客
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
女
中
さ

ん
た
ち
が
な
ん
べ
ん
も
奥
座
倣

の
方
へ
お
茶
を
通
ん
で
い
た
。

言
金
木
郷
土
史
」
よ
り
）

川
氏
年
金
は
、
岬
生
年
金
や

共
済
細
合
な
ど
に
加
入
し
て
い

な
い
、
農
業
や
商
業
な
ど
に
従

術
し
て
い
る
、
溌
業
や
サ
ー
ビ

ス
業
の
人
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
幕
の
川

人
行
の
奥
さ
ま
に
は
任
意
加
入

の
途
も
附
い
て
お
り
、
こ
れ
ら

本
県
の
川
人
行
は
、
現
在
、
川

ト
バ
″
人
を
こ
え
、
喋
総
人
川

の
。
」
一
分
の
一
近
く
の
人
が
加
入

し
て
い
ま
す
。

加
入
期
間
は
、
・
一
十
歳
か
ら

六
十
歳
末
棚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

囚
氏
年
金
の
給
付
は
、
老
齢

摘
気
、
ケ
ガ
、
蛇
亡
な
ど
に
対

し
、
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
所
得
の
保
障
を
Ｍ
る
こ

と
を
Ⅱ
的
と
し
て
い
ま
す
。

年
金
給
付
の
椛
斌
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
を
齢
年
金

（
パ
ト
痂
竣
か
ら
支
給
）

○
迎
算
老
齢
年
金

（
六
卜
几
歳
か
ら
支
給
）

○
障
癖
年
金

（
摘
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
に
支
給
）

○
趾
脹
年
金

わ
た
し
た
ち
と
国
民
年
金

＜▲

一

（
夫
と
死
別
し
た
災
に
Ｉ

八
歳
未
淌
の
子
が
い
る
と

き
に
支
給
）

○
準
雌
ｆ
年
金

（
生
計
中
心
行
の
兜
ｆ
と

死
別
し
た
女
子
に
Ｉ
八
歳

未
淌
の
係
な
ど
が
い
る
と

き
に
支
給
）

○
辿
児
年
金

（
父
雌
と
死
別
し
た
卜
八

歳
未
満
の
ｆ
に
支
給
）

○
嘩
姉
年
金

（
年
金
樅
を
術
た
し
て
い

る
火
と
死
別
し
た
六
卜
歳

か
ら
六
十
丘
歳
の
饗
に
支

給
）

現
在
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

○
八
月
中
に
一
反
歩
当
り
三
万
一
千
五
百
円

の
概
算
払
い
。

○
残
額
は
十
二
月
中
に
精
算
払
い
す
る
。

○
青
刈
り
補
助
は
十
二
月
中
に
全
額
支
払
う
。

※
支
払
い
場
所
農
協
・
銀
行

水
田
利
用
再
編
転
作
奨
励

補
助
金
支
払
い
に
つ
い
て

紬
し
て
い
る
人
は
約
八
″
人
、

こ
の
ほ
か
抓
祉
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
が
六
″
二
千
人
い
ま

す
。
（
い
ず
れ
も
本
県
に
お
け

る
数
）消

鋭
行
物
価
が
泥
％
以
ｋ
ｔ

外
し
た
と
き
は
、
年
金
納
を
ス

ラ
イ
ド
さ
せ
、
年
金
の
価
仙
が

卜
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
。国

氏
年
金
の
保
険
料
は
Ｈ
純

ゞ
一
千
七
打
ゞ
・
一
卜
川
で
す
が
、
よ

り
商
い
年
金
を
希
望
す
る
人
は

川
諏
四
阿
円
を
ｋ
械
み
し
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
生
椚
が
苦
し
く
て
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
に
は

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
側

虻
年
金
係
（
電
③
２
１
１
１
内

線
副
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（6）
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懲瀞夏霊” 自衛官への案内(10月上旬各種試験）

たがぼの

霧糟L熱難鑓
月日｜時間｜試験場｜摘要

'､
〆且 10月9:00～

1日(ﾛ）15:00
航空学生 五所川原第1高校｜適性検査、学科

轆淡11

．
学科、身体検査2罪10月10:00～

陸海空士2H（月）15:00
－1三一

W候学生101110:00～

13術隊弘前部隊

懸簔
面接ア

キ
九

強

五所川原第1商校｜学科

涛
一

81](II)’15:00

諾
画

写珍
工
藤
洋
英

三
潟
樹
理

尚
描
干
伐
子

今
祁
也

芦
川
刷
人

太
田
志
仁

~････一・口万・毛卓.ﾀ

華津ジグ拳婬彩ン
－ご誕生一
おめでとう

十
円
で

司

画
日
試
上

吟
枢

翁

て
ぞ
い
い
上

田
や
う
よ
』

矛
ｌ
カ
ー
が

訟
と
カ
ン
一

鋒
（
五
Ｈ
）

（
光
弘
）
金
木

（
勝
則
）
川
命

（
節
叫
）
蒋
良
巾

（
博
康
）
〃

（
雌
二
〃

（
石
男
）
金
木

風

"
剛

『
》

濁
溺
渥鰄

脾
貨

へ
十
。
／

た
》

一
ん
だ
ち

い
っ
た
い

こ
れ
を

ｗ
と
ど
へ

オ
ン
て
に

い
く
の
望

い
っ
た
い

こ
れ
を

ｗ
と
ど
へ

オ
ン
て
に

い
く
の
望

二
潟
秀
織
（
正
帷
）
川
術

伊
藤
存
樹
（
廠
志
）
孫
瀬

伊
藤
宏
楽
（
杣
雄
）
〃

鈴
木
敬
博
（
誠
二
〃

仙
場
小
弓
（
良
典
）
金
木

小
野
出
史
（
暁
一
郎
）
〃

大
椛
彩
ザ
ニ
犬
）
〃

陳
川
俊
一
（
杵
ご
中
杣
木

小
山
内
祓
人
（
贋
川
）
金
木

沢
Ⅲ
蝋
希
（
俊
次
）
〃

伊
牒
志
保
（
修
蔽
）
藻
瀬

山
川
安
希
子
（
帳
）
金
木

泉
谷
沙
織
（
好
身
）
川
倉

加
川
評
（
勲
）
神
原

、
川
博
順
（
登
蒋
雄
）
川
倉

耀
川
光
（
二
認
瀬

奈
良
弘
志
（
繁
行
）
毒
良
市

ド
川
浮
範
（
明
夫
）
金
木

古
川
寿
人
（
政
信
）
喜
良
市

鈴
木
章
博
二
男
）
〃

秋
元
剛
正
（
勝
春
）
嘉
瀬

牡雁，

区50｡
戸.

や

ｎ
川
刷
光

工
藤
桝
也

須
崎
砒
彦

中
谷
由
喬
利

木
村
俊
挙

、
川
明
子

浅
利
好
美
子

沢
川
和
孝

阿
部
由
希
子

Ⅱ
巾
量

ｌ
Ｉ
ル
ー

津
脇
忍

秋
元
佳
雅
枇

鎌
田
宏
美

中
谷
幸
一

工
藤
千
加
子

古
川
奈
美

伊
藤
陽
子

田
中
麻
由
美

今
大
和

泉
谷
道
哉

柳
谷
ひ
と
み

木
村
郁
子

角
田
朱
穂

中
谷
響
子

伊
藤
純

商
坂
剛
志

商
坂
篤
志

総今
l+1

噸

lⅢ希
f･f-

へへへへ一へへへへへヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
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金金嘉川金金喜嘉喜川路喜藤川嘉金命令金川畔金川琉藤令
良良 良〃

木木瀬愈木 木市瀬「if倉瀬I|f技術瀬水木水木病111本命獅枝木

（
滴
職
）
熟
糊

（
峅
芙
）
金
水

（
レ
ハ
Ⅷ
皿
）

（
岫
州
峠
挫
一
難
州
蛎
壼
木
鄙

（
綱
州
棒
伝
一
瞬
雑
一
藷
評
柿

（
郵
剛
咋
罹
一
癖
一
ロ
ー
峰
海
野

（
袖
帥
殿
杣
一
碗
蝿
一
稗
京
”

（
州
っ
軸
（
緬
咋
）
誹
研

『
泉
谷
佳
側
（
錠
美
）
川
倉

一
古
川
綾
子
〈
勇
作
）
中
里
町

（
榊
肪
弘
那
舞
怪
釧
雌
一
轆
帳
柿

〈
晒
辨
睡
醸
一
殿
“
一
錘
前
柿

（
栖
峠
富
証
一
轄
一
二
郎
禮
金
畔

（
嶢
榊
墾
巷
一
幟
誇
）
謝
赦
抑

（
細
搾
禮
逵
仁
畢
岬
郷
一
鍬
率
趣

へ
山
中
弘
樹
（
兵
吉
）
嘉
瀬

一
田
嶋
玲
子
（
常
定
）
青
森
市

（
峅
怖
州
蝉
一
細
愁
）
“
岡
獅

－ご結婚一
おめでとう

（
丘
月
）

一 一 一 一
・
一 ＝

(7）
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〈
鉢
耐
“
謹
一
社
郷
一
排
州
畔

（
秘
嘩
蝿
剖
一
》
韮
一
剛
啼

〈
耐
惟
雑
称
一
靴
蔀
郵
峠
榊
緬

（
棚
あ
城
薩
維
叫
惟
叶

〈
雑
誰
刎
雌
一
幟
幟
一
吋
樺
椰

二
一
橘
滴
成
（
部
次
郎
）
金
木

一
佐
藤
淀
他
子
（
己
代
洽
）
山
形

（
僻
緯
ま
孵
稚
一
幟
嘩
秒
叶
刎
師

〈
榊
恥
馳
一
鋪
鑑
一
鑑
祥

〈
皿
林
雁
跨
一
頭
峅
一
釧
梨
排

（
帖
判
州
雄
一
錘
準
一
紳
蝋
綱

（
椎
峠
酔
”
一
脈
翠
咋
識
鋤
畔

人口と世帯数

｜男7,335人

人口｛女7,472人

｜計14,807人

世帯数3,863世帯
(s53･7･31IM/f)
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九
州
縦
会
に
捉
川
さ
れ
た
昭

刷
几
卜
皇
年
度
◇
般
会
緋
決
弾

で
は
、
・
他
八
千
八
、
″
川
の

照
字
郁
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ゞ

か
ら
も
み
な
さ
ん
の
血
税
を
一
一

川
の
艇
以
も
な
い
よ
う
使
っ
て
一

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
野
営
場
や
体
育
館

が
建
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
来
年

春
に
は
、
み
な
さ
ん
が
楽
し
め

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ｌ
基
礎
控
除
が
二
千
円
に

（
十
月
一
日
か
ら
）
Ｉ
》

旅
館
に
術
柚
し
た
場
合
の
ゞ

熈
礎
搾
除
は
千
八
ｎ
円
か
ら

計算例…術汕料金5,0001!1の場合
の税金はいくらか？

⑬料 金ノ,唯礎搾除税半
(5u0001'1-1,5001'l)×10%
税金

｜＝350円
↓

③(5.0001｣1-2,000111)×1()%

=3001JI
余木町 料 飲 店 糾 合
Ji所川I弧IWdilf碕所 〉

ｌ
基
礎
控
除
が
二
千
円
に

（
十
月
一
日
か
ら
）
Ｉ

旅
館
に
術
柚
し
た
場
合
の

熈
礎
搾
除
は
千
八
ｎ
円
か
ら

↑
’
千
円
に
か
わ
り
ま
す
。
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